
野洲川流域タイムラインに対する
修正意⾒について
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（1）No10、11（ステージ0）

気象情報・予警報の伝達経路は、下記のとおりである。

気象庁 → 防災危機管理局 → （放送）県庁舎（流域政策局、土木事務所）

（FAX）市町

→（SISPAD）県・市町

そのため、No10-1,11-1の土木事務所を空欄にし、No10-2,11-2の流域政策局、土木事務所を「受」とする方が良い。

⇒他のステージの同様箇所（No25、26、33、34、49、50、62、63、77、78）も含めて、ご指摘のとおり修正する。

（P3～P8）
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野洲川流域タイムラインに対する修正意見

（2）No17（ステージ0）

被災箇所を具体的に「重要水防箇所」「重要点検箇所」とするとしているのに対し、変更後の行動項目（第3階層）

が「危険箇所・重要水防箇所」となっている。問題ないか？

⇒「重要点検箇所・重要水防箇所」に修正する。（P3）

（3）No72（ステージ4）

削除するステージ５のNo88（リエゾンの派遣）では、防災危機管理局が「受」となっているが、対応するステージ４の

No72（リエゾンの派遣）では防災危機管理局が空欄のため「受」とする。

⇒ご指摘のとおり修正する。（P7）

【滋賀県からの意見】
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修正意見を考慮した野洲川流域タイムラインの更新

〇野洲川流域の関係機関による野洲川流域水防災タイムライン（令和６年度版）を作成した。
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修正意見を考慮した野洲川流域タイムラインの更新
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修正意見を考慮した野洲川流域タイムラインの更新
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修正意見を考慮した野洲川流域タイムラインの更新
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修正意見を考慮した野洲川流域タイムラインの更新
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修正意見を考慮した野洲川流域タイムラインの更新


